
この企画は、夏休みの時期に子どもやその家族を主な対象と
した、観るだけでなく、参加し、体験、制作することで、現
代美術の面白さや創造することの楽しさを体感してもらう長
期ワークショップ型展覧会です。 常時参加・体験できる作品・
インスタレーションの展示に加えて、参加作家によるワーク
ショップを行います。

今回のプロジェクトでは、これまでにスポーツやこどもの遊
びをテーマに、地域や観客を巻き込む作品を多く発表してき
たアーティスト KOSUGE 1-16 が新作を発表。

「比治山を描く画家」（*1）をモチーフに、大きな操り人形を
制作します。この操り人形は、会場に設置してあるブランコ
を揺らすことで動き、絵を描かせたり、ふしぎな動きをさせ
たり、周りにいる動物たちを動かすことができます。
ブランコを揺らすこと、操り人形が動くことの楽しさと、不
自由さが一体となり、観客同士のコミュニケーションやコラ
ボレーションをも生み出します。

* 1「比治山を描く画家」: かつて広島市現代美術館付近の段原地域にアトリ
エを持っていた画家・ 山路商 ( やまじ・しょう ) がモデルとなっている。

操り人形の画家が絵を描く「カキカキ」、操り人形を動かす
様子「キコキコ」、参加者が動き回る様子「ダダダダダ」を
組み合わせ、楽しくてワクワクするスペースを象徴する展覧
会タイトルとしています。
さらに、アーティストによるワークショップも会期中 2 度
にわたって開催します。 操り人形や板がえし、赤ベコなど
の昔懐かしいおもちゃの仕組みを使って、仕掛けを 大きく
したり、違うルールを作ったり。「むかしあそび」を「いま
のあそび」 に変換して、アーティストと一緒に新たな楽しみ
を創作します。

作品イメージ（イラスト：KOSUGE 1-16）

「こどものにわ」（東京都現代美術館　2010）
KOSUGE 1-16 作品展示風景　撮影：森田兼次

夏のワークショップ・プロジェクト 2011　「カキカキ・キコキコ・ダダダダダ !」
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夏休み、子どもから大人まで楽しめるプロジェクト。

開催概要：2011 年 7 月 16 日（土）〜 9 月 4 日（日）　10:00-17:00  （入場は閉館 30 分前まて）　※入場無料
休館日：月曜日（ただし 7 月 18 日（月・祝）は開館し、翌 19 日（火）休館）　

ブランコで操り人形を操って、絵を描かせよう !

“ カキカキ・キコキコ・ダダダダダ !”
会期中には、作家によるワークショップも開催



広島市現代美術館
（学芸担当：山下　広報担当：越智、後藤、鈴木、立花）
〒 732-0815 広島県広島市南区比治山公園 1-1
TEL/ 082-264-1121( 掲載用）・  082-264-1146( 学芸直通 )　FAX/ 082-264-1198
E-MAIL/ hcmca@hcmca.cf.city.hiroshima.jp
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開催日時

申込方法
■ 対象　4 歳以上。親子での参加、大人のみの参加も可。
　( 小学生未満のお子様は保護者の付き添いが必要となります ) 
■ 定員　各回 30 名
■ 申込方法　氏名 ( 参加者全員 )、学年 ( 中学生以下の場合 )、住所、電話番号、参加
　希望日 (1 か 2) を明記のうえ、各締切日までに往復はがきまたはメールで現代美術館「
　夏のワークショップ」係までお送りください。応募者多数の場合は抽選となります。　

応募締切　❶ 7 月 9 日（土）必着     ❷ 8 月 6 日（土）必着

❶  2011 年 7 月 16 日 ( 土 ) 13:30-16:30
❷  2011 年 8 月 13 日 ( 土 ) 13:30-16:30
※どちらも同じ内容

絵描きのおじさんが小さい頃に遊んでいたような昔懐かしいおもちゃ、操り
人形や板返しや赤ベコなど…。本展参加アーティスト・KOSUGE 1-16 と
一緒に、それらの仕組みを使って仕掛けを大きくさせたり、違うルールを作っ
たりと、「むかしあそび」を「いまのあそび」に変えて遊びます。

※友達同士なども 1 枚のはがきもしくはメールで一緒に申し込むことができます。 
※メールでのお申し込みについては、締切の翌日までに受付完了の返信メールをお送りします。届かない
場合はご連絡ください。
※締切後でも定員に満たない場合は参加を受け付けますので、当館ホームページで確認いただくか、電話
でお問い合わせください。

土谷亨（つちや・たかし 1977 年埼玉県生まれ）と車田智志乃（くるまだ・ちしの
1977 年福島県生まれ）により 2001 年に結成されたアーティスト・ユニット。街と、
そこに暮らす人々とのつながりをテーマに、「自転車の為の抜け道の為のバリアフリー」

「ドンドコ巨大紙相撲」など、インパクトのある作品を次々と発表。世界標準を地域に
落とすのではなく、地域から世界標準のもの、だけどローカルなものを生む足掛かりと
しての美術を目指して活動する。
近年の主な個展に 2009 年「Test track "Mukojima"」( 現代美術製作所 / 東京 )、 主な
グループ展に 2010 年「六甲 Meets Art 芸術散歩 2010」( 神戸 )、「愛知トリエンナー
レ 2010」（名古屋）、「こどものにわ」（東京都現代美術館）他多数。

「青葉縁日２」（せんだいメディアテーク　2007）
KOSUGE 1-16 作品展示風景

「こどものにわ」（東京都現代美術館　2010）
KOSUGE 1-16 作品展示風景　撮影：森田兼次

関連ワークショップ
「チョキチョキ・ペタペタ・おもちゃのダダダ !」

KOSUGE 1-16（こすげ・いちのじゅうろく）


